
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
再生出力可能な少なくとも１種類のメディアデータと該メディアデータの再生出力タイミ
ング及び再生出力態様をそれぞれ規定するシーケンスデータとで成るマルチメディアデー
タと、前記マルチメディアデータの編集の可否及び許可される編集態様をそれぞれ規定す
る編集操作設定データとを対応付けて構成したマルチメディアテンプレートファイルを取
得するテンプレートファイル取得手段と、
前記テンプレートファイル取得手段により取得されたマルチメディアテンプレートファイ
ル内の編集操作設定データに基づいて、前記マルチメディアテンプレートファイル内のマ
ルチメディアデータに関する編集可能な内容を示す編集可能内容情報を提示する提示手段
と、
前記提示手段により提示された編集可能内容情報に従って、前記マルチメディアデータに
対する編集操作を受け付ける編集操作受付手段と、
前記編集操作設定データにより許可される範囲内において、前記編集操作受付手段により
受け付けられた編集操作に基づいて、前記マルチメディアデータを改変するデータ改変手
段とを有することを特徴とするテンプレートファイル編集装置。
【請求項２】
前記提示手段は、前記シーケンスデータで規定される再生出力タイミングに基づいて前記
編集可能内容情報を順次提示し、前記編集操作受付手段は、前記提示手段により提示され
た編集可能内容情報の順に前記編集操作を受け付けることを特徴とする請求項１記載のテ
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ンプレートファイル編集装置。
【請求項３】
前記シーケンスデータには、順番を規定する番号情報が対応付けられており、前記提示手
段は、前記シーケンスデータに対応付けられている番号情報で規定される順番で前記編集
可能内容情報を順次提示し、前記編集操作受付手段は、前記提示手段により提示された編
集可能内容情報の順に前記編集操作を受け付けることを特徴とする請求項１記載のテンプ
レートファイル編集装置。
【請求項４】
前記提示手段は、前記編集可能内容情報に対応する一覧をリスト表示し、該リスト表示さ
れた一覧を用いて編集対象の編集可能内容情報を受け付けると共に該受け付けた編集対象
の編集可能内容情報を表示し、前記編集操作受付手段は、前記表示された編集対象の編集
可能内容情報に従って前記編集操作を受け付けることを特徴とする請求項１記載のテンプ
レートファイル編集装置。
【請求項５】
前記提示手段により前記編集可能内容情報が提示されるのに際し、前記マルチメディアテ
ンプレートファイル内のメディアデータを、前記シーケンスデータで規定される再生出力
タイミングで再生出力する再生出力手段をさらに有し、編集が許可されているメディアデ
ータの再生出力タイミングが到来したとき、前記提示手段は前記編集が許可されているメ
ディアデータに関する編集可能内容情報を提示すると共に前記再生出力手段は前記メディ
アデータの再生出力を一時停止し、さらに、前記編集操作受付手段は、前記提示手段によ
り提示された編集可能内容情報の順に前記編集操作を受け付け、前記データ改変手段は、
前記編集操作受付手段により受け付けられた編集操作の順に前記マルチメディアデータの
改変を実行し、前記再生出力手段は、前記データ改変手段により改変が実行された後に、
前記一時停止したメディアデータの再生出力を再開することを特徴とする請求項１記載の
テンプレートファイル編集装置。
【請求項６】
前記提示手段により複数の編集可能内容情報が異なるタイミングで提示される場合に、提
示内容を、現在提示されている編集可能内容情報から他の編集可能内容情報へとユーザの
指示に基づき変更する提示変更手段を有することを特徴とする請求項１～５のいずれか１
項に記載のテンプレートファイル編集装置。
【請求項７】
前記提示手段による編集可能内容情報の提示の態様は、予め設定された複数の態様の中か
ら選択可能であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のテンプレートフ
ァイル編集装置。
【請求項８】
再生出力可能な少なくとも１種類のメディアデータと該メディアデータの再生出力タイミ
ング及び再生出力態様をそれぞれ規定するシーケンスデータとで成るマルチメディアデー
タと、前記マルチメディアデータの編集の可否及び許可される編集態様をそれぞれ規定す
る編集操作設定データとを対応付けて構成したマルチメディアテンプレートファイルを取
得するテンプレートファイル取得ステップと、
前記テンプレートファイル取得ステップにより取得されたマルチメディアテンプレートフ
ァイル内の編集操作設定データに基づいて、前記マルチメディアテンプレートファイル内
のマルチメディアデータに関する編集可能な内容を示す編集可能内容情報を提示する提示
ステップと、
前記提示ステップにより提示された編集可能内容情報に従って、前記マルチメディアデー
タに対する編集操作を受け付ける編集操作受付ステップと、
前記編集操作設定データにより許可される範囲内において、前記編集操作受付ステップに
より受け付けられた編集操作に基づいて、前記マルチメディアデータを改変するデータ改
変ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とするテンプレートファイル編集プ
ログラム。

10

20

30

40

50

(2) JP 3763300 B2 2006.4.5



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術の分野】
本発明は、画像、音声、文字列等、発音や可視表示等によって再生出力可能な多種類のメ
ディアデータで成るマルチメディアデータを編集するテンプレートファイル編集装置及び
編集プログラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、画像、音声、文字列等、発音や可視表示等によって再生出力可能な多種類のメディ
アデータで成るマルチメディアデータが提供され、携帯電話の着信メロディ乃至着画、電
子メール等、各種場面で利用されている。
【０００３】
このマルチメディアデータを作成する装置としては、例えば、サーバに用意された画像及
び音声から成るメディアデータに、作成者が文字列を追加してマルチメディアデータを完
成させ、これをサーバ上に蓄えて、特定のユーザに閲覧させる技術が提案されている（第
１、第２の従来技術）（下記特許文献１、２）。また、携帯情報端末装置に内蔵されたカ
メラで撮像した画像に文字列や枠等を上書きすることで、独自のマルチメディアデータを
作成し、これを他の端末装置に送信できるというサービスも知られている（第３の従来技
術）。
【０００４】
しかしながら、これら第１、第２、第３の従来技術では、作成されたマルチメディアデー
タに、それを取得したユーザにより編集等の加工がなされることを目的としておらず、例
えば、ユーザは閲覧することができるのみである。
【０００５】
一方、作成されたマルチメディアデータをユーザが利用する際に、ある程度の自由度を設
けるようにした装置やサービスも知られている。例えば、第４の従来技術では、データ呈
示の手順や態様をスクリプトとして装置に内蔵させることで、ユーザよって入力された値
に応じてデータ表示の態様を変化させるようにしている。また、番組供給サイトが、性質
の異なる複数種類のコンテンツと、その再生順を規定した番組ファイルとを記憶し、クラ
イアントにコンテンツを伝送し再生させるシステムも知られている（第５の従来技術）（
下記特許文献３）。この技術では、クライアントは、上記番組供給サイトから番組ファイ
ルを取得し、番組ファイルが規定する再生順にコンテンツを順次上記番組供給サイトから
取得して番組再生するようにしている。
【０００６】
【特許文献１】
特開平１１－２０３２１７号公報
【特許文献２】
特開２００１－１９７５５３号公報
【特許文献３】
特開２００１－３６４２３号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記第４の従来技術では、ユーザは、可能な再生態様の１つを選択できる
だけであり、マルチメディアデータを定着、保存、出力等のために編集することはできな
い。また、第５の従来技術（上記特許文献３）では、ユーザは、所望の番組ファイルを取
得することで、コンテンツの再生順を選択できるだけであり、コンテンツ自体を改変、編
集することはできない。そのため、第４、第５の従来技術では、ユーザは、マルチメディ
アデータ等を自分のアイデアによって改変することで、新たなマルチメディアデータを創
作したという創作達成感が得られない。
【０００８】
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特に近年、各メディアデータの再生タイミングや表示位置等まで規定されたマルチメディ
アデータは、創作作品としての価値を持ち始めている。一方で、多様なユーザの嗜好に応
えるべく、各ユーザによる創作余地をある程度残し、マルチメディアデータを一種のテン
プレートとして提供して、ユーザに創作達成感を与えることができれば利用価値が一層高
まることが期待される。
【０００９】
ここで、マルチメディアデータを、例えば編集自由な素材集のような形態で提供し、ユー
ザに改変や組み合わせを任意に行わせて、新たなマルチメディアデータの作成を可能にす
るサービスも考えられる。しかしながら、その場合は、基幹となる部分に変更が加えられ
ることもあり、マルチメディアデータ提供者側の創作意図の維持は保障されない。また、
改変の自由度が大きすぎることで、慣れないユーザにとっては編集操作が容易でないとい
う不都合もある。
【００１０】
本発明は上記従来技術の問題を解決するためになされたものであり、その目的は、予め規
定した範囲での編集操作を許容して、テンプレートとしての創作意図を維持しつつユーザ
には手軽な編集操作にて編集による創作達成感を与えることができるテンプレートファイ
ル編集装置及び編集プログラムを提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明の請求項１のテンプレートファイル編集装置は、再生出
力可能な少なくとも１種類のメディアデータと該メディアデータの再生出力タイミング及
び再生出力態様をそれぞれ規定するシーケンスデータとで成るマルチメディアデータと、
前記マルチメディアデータの編集の可否及び許可される編集態様をそれぞれ規定する編集
操作設定データとを対応付けて構成したマルチメディアテンプレートファイルを取得する
テンプレートファイル取得手段と、前記テンプレートファイル取得手段により取得された
マルチメディアテンプレートファイル内の編集操作設定データに基づいて、前記マルチメ
ディアテンプレートファイル内のマルチメディアデータに関する編集可能な内容を示す編
集可能内容情報を提示する提示手段と、前記提示手段により提示された編集可能内容情報
に従って、前記マルチメディアデータに対する編集操作を受け付ける編集操作受付手段と
、前記編集操作設定データにより許可される範囲内において、前記編集操作受付手段によ
り受け付けられた編集操作に基づいて、前記マルチメディアデータを改変するデータ改変
手段とを有することを特徴とする。
【００１２】
この構成によれば、取得されたマルチメディアテンプレートファイル内の編集操作設定デ
ータに基づいて、前記マルチメディアテンプレートファイル内のマルチメディアデータに
関する編集可能な内容を示す編集可能内容情報が提示され、提示された編集可能内容情報
に従って、前記マルチメディアデータに対する編集操作が受け付けられ、前記編集操作設
定データにより許可される範囲内において、前記受け付けられた編集操作に基づいて、前
記マルチメディアデータが改変される。よって、例えば、基幹部分の改変を禁止すると共
に、改変可能な対象や内容を明確にすることで、予め規定した範囲での編集操作を許容し
て、テンプレートとしての創作意図を維持しつつユーザには手軽な編集操作にて編集によ
る創作達成感を与えることができる。
【００１３】
上記目的を達成するために本発明の請求項８のテンプレートファイル編集プログラムは、
再生出力可能な少なくとも１種類のメディアデータと該メディアデータの再生出力タイミ
ング及び再生出力態様をそれぞれ規定するシーケンスデータとで成るマルチメディアデー
タと、前記マルチメディアデータの編集の可否及び許可される編集態様をそれぞれ規定す
る編集操作設定データとを対応付けて構成したマルチメディアテンプレートファイルを取
得するテンプレートファイル取得ステップと、前記テンプレートファイル取得ステップに
より取得されたマルチメディアテンプレートファイル内の編集操作設定データに基づいて
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、前記マルチメディアテンプレートファイル内のマルチメディアデータに関する編集可能
な内容を示す編集可能内容情報を提示する提示ステップと、前記提示ステップにより提示
された編集可能内容情報に従って、前記マルチメディアデータに対する編集操作を受け付
ける編集操作受付ステップと、前記編集操作設定データにより許可される範囲内において
、前記編集操作受付ステップにより受け付けられた編集操作に基づいて、前記マルチメデ
ィアデータを改変するデータ改変ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とす
る。
【００１４】
この構成によれば、請求項１と同様の作用効果を奏する。
【００１５】
なお、請求項８記載のプログラムを格納したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、本
発明を構成する。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００１７】
図１は、本発明の一実施の形態に係るテンプレートファイル配信システムの全体構成を示
すブロック図である。本システムは、テンプレート作成装置１０及び通信端末装置２０（
テンプレートファイル編集装置）が、インターネット等の通信回線４０を介して配信サー
バ５０にデータ通信可能に接続されて構成される。なお、テンプレート作成装置１０、通
信端末装置２０は、同様の構成のものが通信回線４０に複数接続されていてもよい。配信
サーバ５０は、不図示の通信インターフェイスによって、通信回線４０に接続されている
。
【００１８】
図２は、テンプレート作成装置１０の内部構成を示すブロック図である。テンプレート作
成装置１０は、既成のマルチメディアデータから、後述するマルチメディアテンプレート
ファイル（以下、「ＭＭＴファイル」と称する）を生成し、出力する機能を有する装置で
ある。ここで、マルチメディアデータは、画像、楽音、文字列等の各種種類のメディアデ
ータが混合されたデータであり、これらのメディアデータと時間空間配置データ（シーケ
ンスデータ）とで構成されている。時間空間配置データは、各メディアデータの再生出力
タイミング及び再生出力態様、すなわち、いつ再生し、どの位置に表示するか等の時間的
空間的な配置を規定するデータである。
【００１９】
なお、「再生出力タイミング」では再生開始時期が定まるが、再生終了時期も定まるよう
にしてもよい。また、「再生出力態様」は、メディアデータの種類に応じて規定され、例
えば、メディアデータが楽音データ（ＭＩＤＩデータ、波形データを問わない）である場
合は、発音音量、音響効果の付与等が要素となり、メディアデータが画像、文字列等の可
視用データである場合は、それらの画面上の表示位置、表示の大きさ、表示色等が要素と
なり、メディアデータが後述する振動子３２を振動させるための信号である場合は、振動
子３２の振動の大きさや態様等が要素となり、メディアデータが後述する発光素子３３を
発光させるための信号であれば、発光素子３３の明るさ、色、発光態様等が要素となる。
なお、メディアデータは、振動子用や発光素子用の信号を含め、これら例示したものに限
定されるものではない。
【００２０】
テンプレート作成装置１０は、読込部１１に、一時記憶部１２及び編集操作設定データ組
込部１３を介してマルチメディアテンプレートファイル出力部１４が直列に接続されて構
成される。また、一時記憶部１２には表示部１５が接続され、さらに操作入力部１６が編
集操作設定データ作成部１７を介して編集操作設定データ組込部１３に接続されている。
【００２１】
読込部１１は、不図示の記憶装置または通信インターフェイスで構成され、記憶媒体から
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、または通信により、マルチメディアデータを読み込む。一時記憶部１２は、ＲＡＭ等で
構成され、読み込まれたマルチメディアデータを一時的に記憶する。表示部１５はＬＣＤ
等で構成され、各種情報を表示し、例えば、一時記憶部１２に記憶されたマルチメディア
データの内容を表示する。操作入力部１６はキーボード等で構成され、本テンプレート作
成装置１０を用いてＭＭＴファイルの作成を行うオペレータ（以下、「クリエータ」と称
する）が指示や設定等の入力操作を行うために用いられる。
【００２２】
編集操作設定データ作成部１７は、後述する編集操作設定データを作成し、編集操作設定
データ組込部１３は、作成された編集操作設定データを上記読み込まれたマルチメディア
データに組み込むことで、ＭＭＴファイルを生成する。マルチメディアテンプレートファ
イル出力部１４は、不図示の通信インターフェイスまたは記憶装置を含み、生成されたＭ
ＭＴファイルを、記憶装置に記憶または外部に出力し、例えば、通信回線４０を介して配
信サーバ５０に送信する。なお、テンプレート作成装置１０の全体の制御は、不図示のＣ
ＰＵが行う。また、ＣＰＵが実行する制御プログラムは、不図示のＲＯＭまたはハードデ
ィスク等に格納されている。
【００２３】
図３は、通信端末装置２０の内部構成を示すブロック図である。通信端末装置２０は、例
えば、携帯電話として構成され、配信サーバ５０から配信されたＭＭＴファイルを編集す
る機能を有する。
【００２４】
通信端末装置２０は、制御部２１（データ改変手段）に、通信インターフェイス（Ｉ／Ｆ
）２２（テンプレートファイル取得手段）、内部記憶装置２３、操作部２４（編集操作受
付手段の一部）、一時記憶部２５、再生制御部２６、局所通信部２７及び外部記憶装置２
８が、バス２９で接続されて構成される。また、再生制御部２６には、マルチメディアデ
ータを再生出力するためのデバイス群である画像表示部３０（提示手段、編集操作受付手
段の一部）、音声出力器３１、振動子３２及び発光素子３３が接続されている。画像表示
部３０はＬＣＤ等で構成され、音声出力器３１は、音源回路及びサウンドシステム等で構
成される。
【００２５】
制御部２１は、ＣＰＵのほか、ワークメモリとしてのＲＡＭ、及びＣＰＵが実行する制御
プログラムを格納するＲＯＭ等で構成される（いずれも図示せず）。通信Ｉ／Ｆ２２は、
通信回線４０を介して本通信端末装置２０を配信サーバ５０に接続する。内部記憶装置２
３は、フラッシュメモリ等で構成され、取得した未編集のＭＭＴファイル３６、編集済み
のＭＭＴファイル３８、素材としての各種メディアデータ３７等、各種データを保存する
。操作部２４は、キーやタッチパネル等で構成され、ＭＭＴファイルの編集者である本通
信端末装置２０のオペレータ（以下、「ユーザ」と称する）による入力操作を受け付ける
。一時記憶部２５は、ＲＡＭ等で構成され、取得した未編集のＭＭＴファイル３５、編集
に用いる各種メディアデータ３９等、各種データを一時的に記憶する。
【００２６】
なお、ＭＭＴファイルは、例えば、配信サーバ５０から通信回線４０を介して通信Ｉ／Ｆ
２２により受信することで取得され、まずは未編集のＭＭＴファイル３６として内部記憶
装置２３に記憶される。あるいは、局所通信部２７や外部記憶装置２８から読み込むこと
で取得してもよい。また、一時記憶部２５内のＭＭＴファイル３５は、通常は、内部記憶
装置２３に記憶されているＭＭＴファイル３６を編集のために読み込んだものが該当する
が、通信Ｉ／Ｆ２２、局所通信部２７、外部記憶装置２８から直接読み込んだものであっ
てもよい。ただし、これらＭＭＴファイル３５、３６の取得のルートは限定されない。
【００２７】
なお、メディアデータ３７は、通信Ｉ／Ｆ２２を通じて配信サーバ５０から素材として受
信したり、ユーザがカメラ撮像した画像を局所通信部２７や外部記憶装置２８から読み込
んだりすることで得られる。また、メディアデータ３９は、通常は、ＭＭＴファイルの編
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集時に内部記憶装置２３からメディアデータ３７を読み出したものが該当する。ただし、
これらメディアデータ３７、３９の取得のルートは限定されない。
【００２８】
再生制御部２６は、メディアデータに基づいて、画像表示部３０、音声出力器３１、振動
子３２及び発光素子３３を制御する。例えば、楽音データに、必要に応じて各種効果を付
与し、音響に変換して音声出力器３１から発音させる。あるいは、画像、文字列を画像表
示部３０の適切な位置に表示させたり、振動子３２を振動させたり、発光素子３３を発光
させたりする。局所通信部２７は、ＵＳＢ（ユニバーサル・シリアル・バス）、ＩＥＥＥ
１３９４（アイトリプルイー１３９４）、ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等の
近距離データ通信を行う手段である。外部記憶装置２８は、メモリカード、フロッピ（登
録商標）ディスクやＣＤ－Ｒ等の可搬記憶媒体３４に各種データを記憶させることができ
る。
【００２９】
図４は、ＭＭＴファイルの構成を示す概念図である。同図（ａ）はＭＭＴファイルのデー
タ構成を示し、同図（ｂ）は、編集操作設定データで規定されるＭＭＴファイル中の各メ
ディアデータの時間的空間的配置状態を視覚的に示す。特に、各時間空間配置データ＃は
、再生出力タイミング順に時系列的に示されている。
【００３０】
同図（ａ）に示すように、ＭＭＴファイルは、時間空間配置データ及びメディアデータか
ら成るマルチメディアデータに、編集操作設定データが対応して付加され（組み込まれ）
構成される。ここで、編集操作設定データは、対応するマルチメディアデータの事後的な
編集の可否、及び許可される編集態様をそれぞれ規定するものである。ＭＭＴファイルを
編集するユーザからみれば、編集操作設定データは、可変対象のメディアデータとその可
変態様とを規定するものともいえる。具体的には、編集操作設定データは、次の内容例（
ａ）～（ｄ）のような内容を規定する。
【００３１】
内容例（ａ）時間空間配置データ＃１で示す再生出力タイミングで再生出力可能なメディ
アデータは、画像ａまたは画像ｂであり、これらのうちいずれかを任意に選択可能である
。
【００３２】
内容例（ｂ）時間空間配置データ＃２で示す再生出力タイミングで再生出力可能なメディ
アデータは、画像ｂであるが、画像ｂを実際に表示するか否かは任意に選択可能である。
【００３３】
内容例（ｃ）時間空間配置データ＃３で示す再生出力タイミングで再生出力可能なメディ
アデータは、現在未規定（あるいは何らかのメディアデータが規定）であるが、再生出力
されるべきメディアデータとして、ユーザが事後的に取得した任意の代替メディアデータ
を適用（あるいは規定済みのメディアデータを代替メディアデータに置換）してもよい。
【００３４】
内容例（ｄ）時間空間配置データ＃４で示す再生出力タイミングで再生出力可能なメディ
アデータは、文字列ａであるが、この文字列ａの表示タイミング及び表示位置の少なくと
も一方を所定の範囲内で変更してもよい。
【００３５】
なお、時間空間配置データ＃５、＃６は、それぞれ波形ａ、波形ｂを規定するが、これら
については、編集操作設定データによって可変対象と規定されておらず、従って、ユーザ
が事後的に改変することはできない。このような改変が禁止されたメディアデータは、Ｍ
ＭＴファイルのクリエータにとっては、自己の創作意図として残しておきたい基幹部分に
適用することが可能であり、これにより、例えば、テンプレートとしての創作意図の維持
が可能となる。
【００３６】
なお、これらは例示であり、マルチメディアデータに対してユーザが行い得るあらゆる編
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集操作を編集操作設定データとして規定することができる。
【００３７】
図５は、テンプレート作成装置１０で実行されるＭＭＴファイル生成処理のフローチャー
トを示す図である。
【００３８】
まず、読込部１１によりマルチメディアデータが読み込まれ（ステップＳ５０１）、読み
込まれたマルチメディアデータが一時記憶部１２に記憶される（ステップＳ５０２）。次
に、一時記憶部１２に記憶されたマルチメディアデータが、クリエータにわかりやすい形
に整形されて、表示部１５に表示される。例えば、図４（ｂ）に示すＭＭＴファイル中の
マルチメディアデータ部分のように、どのメディアデータがどのタイミングで再生出力さ
れるか等が視覚的にわかるように表示される。
【００３９】
クリエータは、表示されたマルチメディアデータを見て、操作入力部１６にて、どのメデ
ィアデータについてどのような編集を許可するのかに関する指示を入力する。この指示入
力に従って、編集操作設定データ作成部１７により、上記（ａ）～（ｄ）に例示したよう
な内容の編集操作設定データが作成される（ステップＳ５０４）。次に、編集操作設定デ
ータ組込部１３により、上記作成された編集操作設定データが、上記読み込まれ記憶され
たマルチメディアデータに組み込まれることで、ＭＭＴファイルが生成される（ステップ
Ｓ５０５）。そして、生成されたＭＭＴファイルが、マルチメディアテンプレートファイ
ル出力部１４によって出力される（ステップＳ５０６）。本実施の形態では、通信回線４
０を介して配信サーバ５０に送信される。その後、本処理を終了する。
【００４０】
図６は、通信端末装置２０で実行されるＭＭＴファイル編集処理のフローチャートを示す
図である。
【００４１】
まず、ＭＭＴファイルを読み出す（ステップＳ６０１）。すなわち、事前に取得され内部
記憶装置２３に記憶されている未編集のＭＭＴファイル３６を読み出す。次に、上記読み
出したＭＭＴファイル３６を、ＭＭＴファイル３５として一時記憶部２５に記憶させる（
ステップＳ６０２）。なお、上述したように、ＭＭＴファイル３５中には、マルチメディ
アデータと編集操作設定データとが含まれており、これらが対応関係を保ちながら記憶さ
れる。
【００４２】
次に、編集対象となっているＭＭＴファイルについてユーザが編集可能な内容を示す情報
（以下、「編集可能内容情報」と称する）を、上記記憶された編集操作設定データに基づ
いて画像表示部３０に表示させる（ステップＳ６０３）。例えば、「行える編集操作は次
の通りです」とのメッセージに続けて、上記内容例（ａ）～（ｄ）に対応し、次のような
メッセージ（Ａ）～（Ｄ）が列挙される。なお、ここでは、各時間空間配置データ＃ｎで
規定される再生出力タイミングを「タイミング＃ｎ」と表す。
【００４３】
（Ａ）「タイミング＃１」で再生出力可能なメディアデータとして、画像ａまたは画像ｂ
のいずれかが選択できます。いずれを選択しますか？」
（Ｂ）「タイミング＃２」で画像ｂを表示する／しないのいずれかを選択できます。いず
れを選択しますか？」
（Ｃ）「タイミング＃３」では任意の代替メディアデータを再生出力するように設定でき
ます。あるいは、現在規定されているメディアデータに代えて、任意の代替メディアデー
タを再生出力するように設定できます。代替メディアデータを設定しますか？なお、設定
可能な代替メディアデータは、「ｘｘｘ」、「ｙｙｙ」、「ｚｚｚ」です。
【００４４】
（Ｄ）「タイミング＃４」で表示される文字列ａについては、表示タイミング及び表示位
置を変更できます。表示タイミングは早くまたは遅くできます。表示位置は、上下左右、
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右上、右下、左上、左下のいずれかの方向へ移動できます。変更しますか？
なお、編集可能内容情報はユーザにわかるように提示されればよく、上記のような例示の
態様に限られない。また、「ｘｘｘ」等のメディアデータは、例えば、一時記憶部２５内
に記憶されているメディアデータ３９等である。また、上記メッセージ（Ｄ）に対しては
、ユーザは、表示タイミング及び表示位置の変更量の値を入力する。なお、編集操作に関
する指示は、操作部２４を用いて入力可能である。
【００４５】
次に、ユーザからの編集操作の入力を待ち、入力があったか否かを判別し（ステップＳ６
０４）、入力が無かった場合はステップＳ６０６に進む一方、入力があった場合は、それ
に従って、ＭＭＴファイル内のマルチメディアデータを改変して（ステップＳ６０５）、
前記ステップＳ６０６に進む。例えば、メッセージ（Ａ）に対して、ユーザが画像ａを選
択すると、「タイミング＃１」では画像ａのみが表示されるように改変される。マルチメ
ディアデータの改変は、時間空間配置データ＃１を改変することで行うことができ、表示
対象外となった画像ｂをマルチメディアデータから削除する処理を行う必要はない。特に
、アンドゥ処理を設ける場合や、その後に他のユーザによる復元やさらなる編集の余地を
残す場合に対応するためにも、メディアデータ自体は残しておくのが望ましい。
【００４６】
同様に、メッセージ（Ｂ）に対して、例えば、ユーザが「表示しない」を選択すると、「
タイミング＃２」では画像ｂが表示されないように改変される。また、メッセージ（Ｃ）
に対して、例えば、ユーザが「ｘｘｘ」を代替メディアデータとして設定することを指示
すると、「タイミング＃３」では「ｘｘｘ」が再生出力されるように改変される。また、
メッセージ（Ｄ）に対して、例えば、ユーザが文字列ａの表示タイミングを指定時間だけ
早く、そして表示位置を指定量だけ右上に移動することを指示すると、「タイミング＃４
」で文字列ａが、当初の設定よりも指定時間だけ早く指定量だけ右上の位置に表示される
ように改変される。
【００４７】
ステップＳ６０６では、ユーザからプレビューの指示がされたか否かを判別する。その判
別の結果、プレビューの指示がされない場合は、ステップＳ６０８に進む一方、プレビュ
ーの指示がされた場合は、プレビュー処理を行って（ステップＳ６０７）、前記ステップ
Ｓ６０８に進む。ここでいうプレビュー処理は、編集途中のマルチメディアデータを再生
出力することであり、各メディアデータに従って、再生制御部２６による制御によって、
画像表示部３０、音声出力器３１、振動子３２及び発光素子３３のうち該当する要素が動
作する。これにより、ユーザは、編集状況を随時確認し、さらなる改変を行うかどうかを
判断することができる。
【００４８】
ステップＳ６０８では、編集処理を終了する指示がなされたか否かを判別し、なされない
場合は前記ステップＳ６０３に戻る。なお、一旦改変がなされたマルチメディアデータで
あっても、編集操作設定データが許容する範囲であれば、同じ箇所について何回でも改変
が可能であり、元に戻すことも可能である。従って、前記ステップＳ６０３では、編集可
能内容情報に加えて、現在の選択状況をもわかるように提示するのが望ましい。
【００４９】
一方、編集処理を終了する指示がなされた場合は、改変された編集済みのＭＭＴファイル
の出力指定を受け付ける（ステップＳ６０９）。この出力指定としては、例えば、通信Ｉ
／Ｆ２２または局所通信部２７を通じた外部装置への送信、内部記憶装置２３への編集済
みＭＭＴファイル３８としての記憶、外部記憶装置２８を介した可搬記憶媒体３４への記
憶が選択可能である。次に、出力指定に従って、編集済みのＭＭＴファイルを出力して（
ステップＳ６１０）、本処理を終了する。
【００５０】
ここで、図６のＭＭＴファイル編集処理のより詳細な具体例を、編集画面例と併せて説明
する。
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【００５１】
図７（ａ）は図３の操作部２４の詳細な構成を示す図、図７（ｂ）は画像表示部３０の表
示画面例を示す図である。
【００５２】
操作部２４には、同図（ａ）に示すように、機能ボタン６１～６３、カーソルキー６４～
６７、発呼ボタン６８、終話ボタン６９及びテンキー７０等が備えられる。機能ボタン６
３は例えば決定キーとして利用される。カーソルキー６４～６７は、テキストの入力画面
等においてカーソル移動に利用され、カーソルキー６４、６７は、メニュー選択における
フォーカス移動にも利用される。カーソルキー６５、６６にはまた、画像表示部３０に表
示される編集画面等の表示画面に応じた機能（ヘルプやプレビュー等）を割り当てること
ができる。機能ボタン６１、６２にも、画像表示部３０に表示される画面に応じた機能（
完了や戻る等）を割り当てることができる。テンキー７０は、文字入力等にも用いること
ができる。
【００５３】
ＭＭＴファイル編集処理においては、画像表示部３０には、例えば、同図（ｂ）に示すよ
うな編集画面が表示される。表示領域７１には、画面表題が表示され、表示領域７２には
、上記編集可能内容情報をはじめとする各種情報、選択項目、入力要素等が、メニュー、
アイコン、ボタン、テキストボックス等の態様で表示される。表示領域７３、７４、７５
、７６にはそれぞれ、例えば、機能ボタン６１、６２、カーソルキー６５、６６に割り当
てられた機能の対応表示がなされる。なお、表示領域７２や表示領域７３～７６には、シ
ョートカットキーや割り当てられているキーに対応するアイコン等の情報を表示するよう
にしてもよい。
【００５４】
図８（ａ）は、編集処理前のＭＭＴファイル及びユーザライブラリの各データ構成の一部
を例示する図である。図８（ｂ）は、編集操作設定データにより規定されるマルチメディ
アデータの編集可能な内容を示す概念図である。
【００５５】
図８（ａ）は、図４に対応しているが、ＭＭＴファイル中の編集操作設定データの図示は
省略されている。図４と同様に、マルチメディアデータＭＭＤ中の各メディアデータＭＤ
の時間的空間的配置状態が視覚的に示されている。時間空間配置データＬＯＤは、対応す
るメディアデータＭＤの種類（楽音、テキスト、画像）に応じて、それぞれ異なるデータ
トラックＴｒ１、Ｔｒ２、Ｔｒ３に再生出力タイミング順に時系列的に示されている。時
間空間配置データＬＯＤは、対応するメディアデータＭＤの種類である楽音、テキスト、
画像に応じて、頭文字「Ｓ」、「Ｔ」、「Ｉ」を付して、Ｓ１、Ｔ１、Ｉ１等のように表
記されている。なお、図８（ａ）に示すように、各データトラックＴｒ内において、「Ｓ
１、Ｔ１、Ｉ５」については、太い実線で囲み、編集不可の時間空間配置データＬＯＤで
あることを示してある。
【００５６】
また、ユーザライブラリＵＬには、例えば、図３の内部記憶装置２３内の各種メディアデ
ータ３７、３９が相当する。時間空間配置データＬＯＤと同様に、メディアデータＭＤは
、それらの種類に応じて、「ｓｓ１」、「ｉｓ１」、「ｔｓ１」等、ユーザライブラリＵ
Ｌは、「ｓｕ１」、「ｉｕ１」等のように表記されている。
【００５７】
図８（ｂ）に示す概念図では、時間空間配置データＬＯＤ（Ｓ１、Ｓ２等）毎に、編集操
作設定データで規定される編集可否及び編集可能な内容が示される。ここでは、上記内容
例（ａ）、（ｃ）に相当する内容が例示されており、各時間空間配置データＬＯＤに対応
し、その再生出力タイミングで再生出力可能なメディアデータとして選択可能なもの（以
下、「可変対象メディアデータＭＤａ」と称する）が示されている。
【００５８】
また、各時間空間配置データＬＯＤには、互いに異なる番号Ｅｎが対応付けられている。
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番号Ｅｎは、例えば、ＭＭＴファイルの作成時において、楽音、テキスト、画像の順に、
且つ時系列的に連番として付される。
【００５９】
編集可否または編集可能な内容をみてみると、例えば、同図（ｂ）に示す番号Ｅ１の時間
空間配置データＬＯＤ（Ｓ１）については、その再生出力タイミングで再生出力可能なメ
ディアデータがｓｓ１で固定であり、変更できず、編集不可である。番号Ｅ２の時間空間
配置データＬＯＤ（Ｓ２）については、その再生出力タイミングで再生出力可能なメディ
アデータとしてｓｓ２、ｓｓ３、ｓｓ４のうちいずれかを任意に選択可能である。
【００６０】
番号Ｅ５の時間空間配置データＬＯＤ（Ｔ２）については、その再生出力タイミングで再
生出力可能なメディアデータとして「＊」が表記されており、この場合は、ワイルドカー
ドのように、再生出力可能なメディアデータを、メディアデータＭＤ及びユーザライブラ
リＵＬ内でユーザが任意に選択可能である。ここでは、時間空間配置データＬＯＤ（Ｔ２
）に対応するメディアデータＭＤの種類であるテキストデータ、例えば、テキストデータ
ｔｓ１～ｔｓ３（図８（ａ）参照）の中で選択可能である。なお、可変対象メディアデー
タＭＤａは、メディアデータＭＤ及びユーザライブラリＵＬ内に限定することなく、リア
ルタイムで入力される、テンキー７０等を用いた文字入力によるテキストデータや、通信
端末装置２０に接続されたマイク、カメラ等から入力される楽音、画像データ（キャプチ
ャしたデータでもよい）を、選択可能なメディアデータとして含めるようにしてもよい。
【００６１】
このように、図８（ｂ）の例では、編集可能な時間空間配置データＬＯＤは、番号Ｅ２、
Ｅ３、Ｅ５～Ｅ１０に対応するものであり、番号Ｅ１、Ｅ４、Ｅ１１に対応するものは編
集不可となっている。
【００６２】
図９、図１０は、ＭＭＴファイル編集処理の詳細な具体例のフローチャートを示す図であ
る。本処理におけるステップＳ９０１～Ｓ９０４は、図６のステップＳ６０１、Ｓ６０２
に相当し、ステップＳ９０５～Ｓ９０８は、図６のステップＳ６０３～Ｓ６０８に相当し
、ステップＳ９０９～Ｓ９１１は、図６のステップＳ６０９、Ｓ６１０に相当する。また
、編集するＭＭＴファイルとしては、図８に示すものを例にとって説明する。
【００６３】
本処理では、編集可能内容情報が、図７（ｂ）に示す態様で画像表示部３０に設定、選択
、乃至編集画面として表示され、操作に応じて遷移する。従って、フローチャート中にお
いて模式的な表示画面を用いる。なお、編集画面等を表示するための情報は、一時記憶部
２５に記憶されている。また、後述する「戻る」や「ジャンプ」等によって各画面から直
前の画面や他の画面に遷移できるようにするために、設定処理済み画面の情報についても
、消去することなくデータ、変数等と共に一時記憶部２５に保持される。
【００６４】
まず、起動画面を表示させ（ステップＳ９０１）、編集対象とするＭＭＴファイルを選択
するためのテンプレート選択画面を表示させる（ステップＳ９０２）。ユーザは、ここで
、所望のＭＭＴファイルを選択し、決定キーとして機能する機能ボタン６３を押下する。
すると、前記ステップＳ６０１と同様に、未編集のＭＭＴファイル３６が内部記憶装置２
３から読み出され、ＭＭＴファイル３５として一時記憶部２５に記憶される。
【００６５】
ここで読み込みエラーが発生した場合は、読み込みエラー画面を表示させ（ステップＳ９
０３）、前記ステップＳ９０２に戻る。この読み込みエラー画面では、例えば、エラー内
容を知らせるためのダイアログが表示され、機能ボタン６３の押下により直前の画面（ス
テップＳ９０２）あるいは所定の画面に移行する。あるいは、所定時間経過後に読み込み
が再試行されるようにしてもよい。なお、エラー画面の適用はこのステップに限定されず
、他の設定、選択、編集画面すべてにおいて適用可能である。また、エラーの場合だけで
なく、成功の場合も、その旨を知らせるためのダイアログが表示されるようにしてもよい
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。
【００６６】
前記ステップＳ９０２の画面においては、上記の他、「チェック」、「ヘルプ」、「終了
」が選択可能である。「終了」が選択された場合は、本処理を終了する。「チェック」が
選択された場合は、図１０（ａ）に示すステップＳ１００１に進んで、プレビュー再生を
行う。すなわち、現在選択状態にあるＭＭＴファイルを未編集のままの状態で楽音を含め
再生し、プレビュー楽音再生やプレビュー画面の表示を行う。そして、再生出力が完了す
るか、「戻る」を選択することで、元の画面（ステップＳ９０２）に戻る。
【００６７】
前記ステップＳ９０２の画面において「ヘルプ」が選択された場合は、図１０（ｂ）に示
すステップＳ１００２に進んで、ヘルプ画面を表示させる。すなわち、元の画面（ステッ
プＳ９０２）に対応する設定方法等の補助説明（ヘルプ内容）を表示させる。「戻る」を
選択することで、元の画面に戻る。なお、ヘルプ内容は予め内部記憶装置２３に記憶され
ている。
【００６８】
なお、図示はしないが、本処理においては、例えば、ジャンプ機能が所定のキー（「ジャ
ンプキー」と称する）に割り当てられており、任意の画面において上記ジャンプキーが押
下されると、図１０（ｃ）に示すステップＳ１００３に進んで、ジャンプ先選択画面が表
示される。そして、このジャンプ先選択画面で、ジャンプ先を選択して機能ボタン６３を
押下して決定することで、任意（一旦処理した画面だけでなく未処理の画面も含む）の画
面に移行することができる。また、「戻る」を選択することで、元の画面に戻る。なお、
以降の画面においても、「チェック」、「ヘルプ」、「戻る」が表示されている場合は、
その操作や選択された場合の動作は前記ステップＳ９０２の画面の場合と同様である。
【００６９】
図９に戻り、前記ステップＳ９０２で選択されたＭＭＴファイルが適切に読み込まれると
、ステップＳ９０４に進んで、ＭＭＴファイルの説明画面を表示させる。この画面では、
選択されたＭＭＴファイルの名称、付随するコメント、「次へ」の表示のほか、ＭＭＴフ
ァイルに含まれる時間空間配置データＬＯＤの個数、種類、再生に要する時間、編集前の
データサイズ、カテゴリ（例えば、「お祝い」や「一般」等）、各ＭＭＴファイルの編集
可否等の情報が表示される。なお、カテゴリ選択を容易にするために、上記各種情報に基
づいてソート機能を割り当てた所定のキーの操作によりカテゴリがソートされるようにし
てもよい。
【００７０】
この画面で、「戻る」が選択された場合は、直前の画面である前記ステップＳ９０２に戻
る。なお、以降の画面においても、「戻る」が表示されている場合は、それを選択するこ
とで、前記ステップＳ９０４の画面の場合と同様に、直前の画面に戻ることができる。一
方、「次へ」が選択、決定された場合は、後述する編集処理を実行する（ステップＳ９０
５）。詳細は後述するように、この編集処理では、例えば後述する図１１の時系列編集処
理により、ユーザからの編集操作を受け付け、それに従って、ＭＭＴファイル内のマルチ
メディアデータを改変する。この編集処理から前記ステップＳ９０４に戻ることも可能で
あり、編集処理が完了すれば、ステップＳ９０６に進む。
【００７１】
ステップＳ９０６では、コンテンツ情報入力画面、すなわち、上記編集処理で編集された
後の編集済みＭＭＴファイル３８の作成者、作成日等を入力するための画面を表示させる
。この画面では、「次へ」、「保存」等も表示される。この画面にて、「次へ」が選択、
決定された場合は、名刺情報添付設定画面を表示させる（ステップＳ９０７）。ユーザは
この画面にて、「する」または「しない」のいずれかを選択、決定することで、編集済み
ＭＭＴファイル３８に名刺情報を添付するか否かを設定することができる。ここで、「名
刺情報」とは、例えば、ユーザの氏名、所属先、住所、電話番号、電子メールアドレス、
ホームページのＵＲＬ等といったいわゆる名刺に記載されるような情報をフィールドに含
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むひとかたまりの情報であり、例えば、ｖＣａｒｄ（ Electronic Business Cards：電子
名刺）（登録商標）形式のデータである。
【００７２】
そして、「する」が選択、決定された場合は、名刺情報添付処理を実行して（ステップＳ
９０８）、ステップＳ９０９に進む一方、「しない」が選択、決定された場合は、名刺情
報添付処理を実行することなく前記ステップＳ９０９に進む。また、前記ステップＳ９０
６の画面で、「保存」が選択された場合は、名刺情報添付設定画面を表示させることなく
、直ちに前記ステップＳ９０９に進む。
【００７３】
ステップＳ９０９では、ＭＭＴファイルの保存画面を表示させる。ここでは、編集済みＭ
ＭＴファイル３８をライブラリに保存するか否かを設定することができる。そして、「す
る」が選択、決定された場合は、ステップＳ９１０に進んで、ライブラリ、例えば内部記
憶装置２３や可搬記憶媒体３４の所定のファイルフォルダに、編集済みＭＭＴファイル３
８を記憶させる。一方、「しない」が選択、決定された場合は、ステップＳ９１１に進む
。また、ステップＳ９１０の処理後も前記ステップＳ９１１に進む。
【００７４】
ステップＳ９１１では、他の処理を実行する。例えば、図６のステップＳ６１０と同様に
、通信Ｉ／Ｆ２２または局所通信部２７を通じた外部装置への送信（電子メール等として
送信）を実行して、前記ステップＳ９０２に戻る。
【００７５】
図９のステップＳ９０５の編集処理は、編集可能内容情報を提示して編集操作を受け付け
、編集操作設定データにより許可される範囲内において、上記受け付けられた編集操作に
基づいて、マルチメディアデータを改変するものであり、それには、各種態様が考えられ
るが、本実施の形態では、「時系列編集処理」、「番号順編集処理」、「リスト表示選択
編集処理」、「再生並行編集処理」という４つの編集処理の態様を以下に例示する。なお
、これらの編集処理の態様のうち、どれを適用するかは、ユーザの任意で選択可能であり
、そのための機能を割り当てた所定のキー（例えば入力文字種の種類を指定する不図示の
文字ボタン）を操作することで態様を選択することができる。また、編集処理の態様は任
意の画面において切り替え可能に構成してもよく、その場合の画面表示については、変更
後の態様にて、変更時に処理途中であった画面から開始されるようにしてもよいし、最初
の画面から開始されるようにしてもよい。なお、編集処理の態様は上記例示した４つに限
定されるものではない。
【００７６】
〈時系列編集処理〉
図１１は、時系列編集処理のフローチャートを示す図である。本時系列編集処理では、編
集可能内容情報として、編集可能な時間空間配置データＬＯＤの編集画面が、編集操作設
定データで規定される再生出力タイミングの早い順に（時系列的に）表示される。具体的
には、図８の例では、番号Ｅｎでいえば、番号Ｅ７、Ｅ２、Ｅ８、Ｅ３、Ｅ９、Ｅ５、Ｅ
１０、Ｅ６の順に編集画面が表示される。各編集画面には、各時間空間配置データＬＯＤ
に対応する可変対象メディアデータＭＤａの選択受け付け画面が含められ、１画面で１つ
の時間空間配置データＬＯＤについて改変できる。
【００７７】
図１２（ａ）は、編集処理後のＭＭＴファイル及びユーザライブラリの各データ構成の一
部を例示する図である。図１２（ｂ）は、編集操作設定データにより規定される編集処理
後のマルチメディアデータの編集可能な内容を示す概念図である。図１２は、図８に対応
している。
【００７８】
図１１の時系列編集処理において、各編集画面において表示される「ヘルプ」については
、図９の場合と操作、動作が同様である。「戻る」が選択されると、時系列的に直前の編
集画面に戻る。また、「チェック」については、現在選択、設定状態、あるいは入力状態
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となっているメディアデータがプレビューとして再生出力される。また、「完了」が選択
された場合は、後続の編集画面を経ることなく本処理を終了する。また、各種項目が選択
、設定、入力された後に、決定キーとして機能する機能ボタン６３が押下されると、時系
列的に直後の編集画面に移る。
【００７９】
まず、ステップＳ１１０１では、編集可能で再生出力タイミングが最も早い、番号Ｅ７の
時間空間配置データＬＯＤ（Ｉ１）の編集画面が表示され、それに対応する可変対象メデ
ィアデータＭＤａとして、選択可能な画像データｉｓ１、ｉｓ２の選択項目が表示される
。そして、可変対象メディアデータＭＤａが選択され、機能ボタン６３が押下され決定さ
れると、次のステップＳ１１０２に移行する。
【００８０】
例えば、画像データｉｓ２が選択、決定された場合は、図１２（ｂ）に示すように、番号
Ｅ７の時間空間配置データＬＯＤ（Ｉ１）に対応して、画像データｉｓ２が再生出力対象
になる。なお、実線で囲まれているメディアデータが、編集の結果、再生出力対象とされ
たメディアデータである。また、画像データｉｓ１は選択されず、当該ＭＭＴファイルで
は再生出力に用いられなくなったので、図１２（ａ）では、点線で囲んで示してある。た
だし、これは概念を示したものであり、上述したように、用いられなくなった画像データ
ｉｓ１等のメディアデータをメディアデータＭＤ内やユーザライブラリＵＬ内から実際に
削除する必要はない。なお、個別に削除するか否かを問い合わせる画面を表示させて、実
際に削除処理を行えるようにしてもよいし、ＭＭＴファイルの保存や送信時に、用いられ
なくなったメディアデータの削除を行うように構成してもよい。
【００８１】
なお、編集画面において、可変対象メディアデータＭＤａの表示態様としては、選択可能
なメディアデータのみを表示する代わりに、選択不可のメディアデータの表示態様を異な
らせて、選択できないようにする態様でもよい。以降の編集画面においても同様である。
【００８２】
図１１に戻り、編集可能で再生出力タイミングが次に早い時間空間配置データＬＯＤは、
ＬＯＤ（Ｓ２）とＬＯＤ（Ｉ２）であり（図８（ａ）参照）、これらの再生出力タイミン
グは同一である。本実施の形態では、同一再生出力タイミングの時間空間配置データＬＯ
Ｄ同士が重複する場合は、例えば、楽音、テキスト、画像の順に優先順位が決定されるよ
うにしている。従って、ステップＳ１１０２では、楽音データに係る番号Ｅ２の時間空間
配置データＬＯＤ（Ｓ２）の編集画面が表示され、それに対応する可変対象メディアデー
タＭＤａとして、選択可能な画像データｓｓ２、ｓｓ３、ｓｓ４の選択項目が表示される
。なお、優先順位の設定は上記例に限定されるものでなく、例えば、同一再生出力タイミ
ング同士では番号Ｅｎの若い順に決定してもよい。ステップＳ１１０２での編集画面表示
及び編集操作の受け付けは、前記ステップＳ１１０１と同様で、ステップＳ１１０３や、
ステップＳ１１０８においても同様である。
【００８３】
ステップＳ１１０４では、番号Ｅ３の時間空間配置データＬＯＤ（Ｓ３）の編集画面が表
示される。ここでは、対応する可変対象メディアデータＭＤａとして、「＊」が設定され
ているので（図８（ｂ）参照）、メディアデータＭＤ内及びユーザライブラリＵＬ内にあ
る楽音データのすべての選択項目が表示される。そして、例えば、ユーザライブラリＵＬ
内の楽音データｓｕ２が選択されると、楽音データｓｕ２が楽音データｓｓ５としてメデ
ィアデータＭＤ内に新たに追加されると共に（図１２（ａ）参照）、楽音データｓｓ５が
、時間空間配置データＬＯＤ（Ｓ３）に対応する再生出力対象とされる（図１２（ｂ）参
照）。
【００８４】
ステップＳ１１０５、Ｓ１１０７での編集画面表示及び編集操作の受け付けは、前記ステ
ップＳ１１０４と同様である。また、ステップＳ１１０６では、番号Ｅ５の時間空間配置
データＬＯＤ（Ｔ２）の編集画面が表示される。ここでは、対応する可変対象メディアデ
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ータＭＤａとして、「＊」が設定されているので（図８（ｂ）参照）、通常は、メディア
データＭＤ内及びユーザライブラリＵＬ内にあるテキストデータのすべての選択項目が表
示される。しかし、本実施の形態では、不図示の切り替えキーにより、前述したような、
テンキー７０等で入力したテキストデータを採用するリアルタイム入力モードをユーザの
任意で選択可能になっており、このステップＳ１１０６では、リアルタイム入力モードを
採用した場合を例示する。
【００８５】
例えば、ステップＳ１１０６の編集画面中に、メッセージ入力を受け付けるための入力領
域７７を表示させる。ユーザは、テンキー７０等で文字入力を行い、「お元気ですか？」
等のメッセージを入力することができる。このようにして新たに入力されたテキストデー
タ（ｔｓ４）は、メディアデータＭＤ内に追加されると共に（図１２（ａ）参照）、番号
Ｅ５の時間空間配置データＬＯＤ（Ｔ２）に対応する再生出力対象とされる（図１２（ｂ
）参照）。なお、図１２（ｂ）において、「ｉｎｐｕｔ」は、ユーザにより入力されたデ
ータであることを示す。
【００８６】
ステップＳ１１０８で、項目選択後に機能ボタン６３で決定されるか、または「完了」が
選択されると、本処理を終了する。
【００８７】
本時系列編集処理によれば、編集可能な時間空間配置データＬＯＤの編集画面が再生出力
タイミング順に表示され、逐一編集していく方式をとるので、慣れないユーザにとっても
編集操作が容易であり、漏れのない編集を行うことができる。
【００８８】
なお、図１１の各編集画面においては、選択項目がユーザにわかれば、メディアデータの
名称に限らず、対応するアイコン等を表示してもよい。また、上記内容例（ｂ）、（ｄ）
のような内容に適用する場合、例えば、上記内容例（ｂ）については、対応する再生出力
可能なメディアデータについて、「表示する／しない」のいずれかを選択させるように表
示すればよく、上記内容例（ｄ）については、表示タイミング及び表示位置の変更量の値
を入力させるように表示すればよい。
【００８９】
なお、再生出力対象として選択可能なメディアデータの候補が挙げられる場合、デフォル
トのメディアデータを予め設定しておき、選択操作が行われなかった場合には、そのデフ
ォルトのメディアデータを再生出力対象とするようにしてもよい。例えば、番号Ｅ２の時
間空間配置データＬＯＤ（Ｓ２）では、対応する可変対象メディアデータＭＤａとして、
楽音データｓｓ２、ｓｓ３、ｓｓ４が候補となるが、楽音データｓｓ２をデフォルトとし
て設定しておけば、ユーザによる選択操作がなされなかった場合は、楽音データｓｓ２が
選択状態となって、再生出力対象とされる。
【００９０】
なお、上記編集操作においては、複数の可変対象メディアデータＭＤａの中から再生出力
対象を単に選択させるだけでなく、選択されたメディアデータにさらなる加工・編集を施
せるように構成してもよい。例えば、テキストデータについては、テキストの編集、表示
効果の編集、画像データについては、画像の編集、拡大、縮小、切り出し、画像効果・表
示効果の編集、楽音データについては、切り出し、ＢＧＭメロディの編集、再生効果の編
集等が考えられる。この場合は、選択後の加工・編集を許容するか否か、及び加工・編集
の許容範囲等についても、編集操作設定データで規定しておくようにすればよい。
【００９１】
〈番号順編集処理〉
図１３は、番号順編集処理のフローチャートを示す図である。本番号順編集処理では、編
集可能内容情報として、編集可能な時間空間配置データＬＯＤの編集画面が、番号Ｅｎの
若い順に表示される。具体的には、図８の例では、図１３のステップＳ１３０１～Ｓ１３
０８に示すように、番号Ｅ２、Ｅ３、Ｅ５、Ｅ６、Ｅ７、Ｅ８、Ｅ９、Ｅ１０の順に編集
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画面が表示される。各編集画面の表示態様、編集操作の受け付け態様は、図１１の時系列
編集処理の場合と全く同様である。また、機能ボタン６３で直後の編集画面に移ったり、
「戻る」の押下で直前の編集画面に戻ったりする動作等も同様で、「チェック」、「完了
」、「ヘルプ」の機能も同様である。
【００９２】
本番号順編集処理によれば、容易な編集操作にて漏れのない編集を行うことに関し、時系
列編集処理と同様の効果を奏することができる。
【００９３】
〈リスト表示選択編集処理〉
図１４は、リスト表示選択編集処理のフローチャートを示す図である。本リスト表示選択
編集処理では、まず、ステップＳ１４０１で、コンテンツ編集画面、すなわち、編集可能
な時間空間配置データＬＯＤの番号Ｅｎの一覧をリスト表示させる。そして、この一覧の
中から、編集する要素、すなわち、編集対象とする時間空間配置データＬＯＤの選択を番
号Ｅｎで受け付ける。なお、ここでは、編集可能な時間空間配置データＬＯＤを、番号Ｅ
ｎを用いて規定し、すなわち番号Ｅｎを表示し選択させるが、番号Ｅｎの代わりに、再生
出力タイミング等の時間情報や、何らかの対応表示を表示させ、選択させるようにしても
よい。
【００９４】
ステップＳ１４０１のリスト表示画面において表示される「ヘルプ」については、図１１
の場合と操作、動作が同様である。「戻る」が選択されると、元の画面、ここでは図９の
ステップＳ９０４の画面に戻る。また、「チェック」については、現在選択、設定状態と
なっている番号Ｅｎの時間空間配置データＬＯＤがプレビューとして再生出力される。ま
た、「完了」が選択された場合は本処理を終了する。
【００９５】
ユーザにより所望の番号Ｅｎが選択され、機能ボタン６３で決定されると、ステップＳ１
４０２に進み、選択された番号Ｅｎの時間空間配置データＬＯＤの編集画面を表示させる
。編集画面の表示態様、編集操作の受け付け態様は、図１１の時系列編集処理における各
編集画面の場合と基本的に同様であるが、この編集画面においてメディアデータが選択さ
れ、機能ボタン６３で決定されたときは、前記ステップＳ１４０１のリスト表示画面に戻
る点が異なる。また、ステップＳ１４０２の編集画面において本処理を終了するには、「
完了」ボタンを用いる。
【００９６】
本リスト表示選択編集処理によれば、編集したい時間空間配置データＬＯＤを指定して個
々に編集操作を行うので、ユーザの意思に従って、より迅速な編集を行える。
【００９７】
〈再生並行編集処理〉
図１５は、再生並行編集処理のフローチャートを示す図である。本再生並行編集処理では
、ＭＭＴファイルを再生しながら、編集可能な時間空間配置データＬＯＤの再生出力タイ
ミングがきたら再生を一時停止し、編集完了後に再生を再開する。
【００９８】
まず、ステップＳ１５０１では、時間空間配置データＬＯＤで規定される再生出力タイミ
ングに応じて、対応する各データ、すなわち、対応して再生出力対象となっているメディ
アデータをＭＭＴファイルから読み出してメディアデータの再生（プレビュー再生）を開
始する。ここで、図８（ａ）に示すマルチメディアデータＭＭＤでいえば、各データトラ
ックＴｒの左端から右方に向かって時間が進行するので、不図示の読み出しポインタが左
から右方に移動して、読み出しポインタが到達した時間空間配置データＬＯＤに対応して
再生出力対象となっているメディアデータが読み出され、再生出力されることになる。
【００９９】
次に、今回の（現読み出しポインタが示す）時間空間配置データＬＯＤが編集可能である
か否かを判別し（ステップＳ１５０２）、編集可能でない場合は、再生続行、すなわち、
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対応して再生出力対象となっているメディアデータを読み出して再生出力する処理を継続
して（ステップＳ１５０３）、ステップＳ１５０７に進む。一方、今回の時間空間配置デ
ータＬＯＤが編集可能である場合は、再生を一時停止させる（ステップＳ１５０４）。な
お、今回、時間空間配置データＬＯＤが複数存在する場合（例えば、図８（ａ）の「Ｓ１
」と「Ｉ１」）、そのうち１つでも編集可能であれば（「Ｉ１」が編集可能）、ステップ
Ｓ１５０４に進む。
【０１００】
なお、前記ステップＳ１５０４において、楽音データが再生中であった場合にその楽音デ
ータの再生を一時停止することになったときは、その楽音データの音声出力レベルを緩や
かに減衰させることで、ノイズを減少させることが望ましい。例えば、図８（ａ）の「Ｓ
２」の再生途中で「Ｔ３」の先頭に読み出しポインタが到達したときは、「Ｓ２」の音声
出力レベルを緩やかに減衰させることで一時停止させる。
【０１０１】
次に、ステップＳ１５０５では、今回の編集可能な時間空間配置データＬＯＤに対応する
編集画面を表示させると共に、編集操作を受け付ける。ここでは、例えば、図１１の各ス
テップと同様の編集画面を表示させ、編集操作を受け付ける。そして、編集が完了すると
、ステップＳ１５０６に進んで、一時停止されていたメディアデータから再生を再開する
。
【０１０２】
なお、前記ステップＳ１５０５では、今回、編集可能な時間空間配置データＬＯＤと編集
不可の時間空間配置データＬＯＤが混在している場合（例えば、図８（ａ）の「Ｓ１」と
「Ｉ１」）や、編集可能な時間空間配置データＬＯＤが複数存在する場合（例えば、図８
（ａ）の「Ｓ２」と「Ｉ２」）は、編集可能な時間空間配置データＬＯＤのすべてについ
ての編集処理が完了してから、前記ステップＳ１５０６に進むようにする。
【０１０３】
次に、ステップＳ１５０７では、本ＭＭＴファイルのメディアデータの再生が完了したか
否かを判別し、再生が完了していない場合は前記ステップＳ１５０１に戻る一方、再生が
完了した場合は、本処理を終了する。
【０１０４】
なお、楽音データの再生一時停止時のノイズ減少という観点からは、他の制御処理の態様
も考えられる。すなわち、前記ステップＳ１５０２において、今回の時間空間配置データ
ＬＯＤが編集可能である場合において、その時点で、ある楽音データが再生中であった場
合は、前記ステップＳ１５０４では、その楽音データの再生を一時停止するのではなく、
読み出しポインタを一時停止させ、その楽音データに限ってデータ読み出しを最後まで継
続して再生を完了してしまう、というように処理してもよい。
【０１０５】
本再生並行編集処理によれば、プレビュー再生しながら、編集可能な時間空間配置データ
ＬＯＤの再生出力タイミングがきたら再生を一時停止し、編集完了後に再生を再開するの
で、編集後の状態をプレビューにより直ちに確認でき、使い勝手が向上する。
【０１０６】
なお、上記「時系列編集処理」、「番号順編集処理」、「リスト表示選択編集処理」、「
再生並行編集処理」において、プレビュー再生を行う場合に、時間空間配置データＬＯＤ
に対応する再生出力対象のメディアデータが未選択である場合は、選択項目範囲内または
範囲外のデフォルトのデータをプレビュー再生用に適用してもよい。あるいは、楽音デー
タの場合は、無音のままとし、画面表示に「サウンド未設定」等のメッセージを表示させ
、また、画像やテキストデータの場合は、「未設定」等のメッセージを表示させるように
してもよい。また、プレビュー再生の際には、再生しているメディアデータに対応する番
号Ｅｎやメディアデータの名称等、再生しているメディアデータを特定する情報を重畳し
て表示させるようにしてもよい。
【０１０７】

10

20

30

40

50

(17) JP 3763300 B2 2006.4.5



なお、上記４つの編集処理で表示される編集画面等においても、上記ジャンプ機能を所定
のジャンプキーに割り当て、提示変更手段として用いて、任意の他の画面に速やかに移行
できるようにしてもよい。
【０１０８】
なお、本実施の形態では、編集済みのＭＭＴファイル自体（編集操作設定データが付随し
ている）を出力するようにし、他のユーザ（例えば、他の通信端末装置２０のオペレータ
）が、編集操作設定データで許容される範囲内で同様の編集操作を行えるようにしたが、
編集済みのＭＭＴファイル中の編集操作設定データを除いた編集済みのマルチメディアデ
ータのみを出力し、他のユーザには再編集ができないようにしてもよい。また、これらい
ずれの出力態様を採用するかは、ユーザが任意に決定できるようにしてもよいが、通信端
末装置２０がＭＭＴファイルを取得した時点でそのＭＭＴファイルに含まれる所定の出力
設定情報（クリエータによって挿入される）によって自動的に決定されるようにしてもよ
い。また、上記所定の出力設定情報で、編集後のマルチメディアデータ乃至ＭＭＴファイ
ルの出力先を、内部記憶のみ許容し外部転送は禁止、等のように規定できるように構成し
、それによって、図６のステップＳ６０９における出力指定の範囲や図９のステップＳ９
１１における送信先の範囲が限定されるようにしてもよい。
【０１０９】
本実施の形態によれば、既成のマルチメディアデータに事後的な編集の可否、及び許可さ
れる編集態様を規定する編集操作設定データを対応させて付加したＭＭＴファイルを生成
すると共に、それを、通信端末装置２０が編集操作設定データにより許容される範囲内で
改変可能にした。これにより、例えば、クリエータの創作意図にかかわる基幹部分につい
ては改変を禁止することで、創作意図や創作作品としての価値の維持が保障される一方、
基幹部分以外で、ユーザは、マルチメディアデータを自分のアイデアによって改変するこ
とで、新たなマルチメディアデータを創作したという創作達成感が得られる。また、ＭＭ
Ｔファイルがある程度完成した一種のテンプレートとして提供され、しかも編集操作設定
データによって、可能な編集操作が明確にされて、編集時にそれが提示されるので、改変
の自由度が大きすぎることがなく、慣れないユーザにとっても編集操作が容易であり、マ
ルチメディアデータの利用価値が一層高まることが期待される。特に、編集可能内容情報
として、時系列編集処理等により編集画面を表示させて、編集操作を逐一受け付けるよう
にしたので、ユーザにとっては、編集操作が容易である。よって、テンプレートとしての
創作意図を維持しつつユーザには手軽な編集操作にて編集による創作達成感を与えること
ができる。
【０１１０】
また、編集処理の態様を複数設け、ユーザの任意で好みの態様での編集作業を可能にした
ので、広いユーザになじみやすく、使い勝手がよい。
【０１１１】
なお、通信端末装置２０は通信機能を有し、ＭＭＴファイルを配信サーバ５０から取得で
きるものとしたが、これに限るものでなく、編集機能を有すれば、通信機能は必ずしも有
しなくてもよく、何らかの手段によりＭＭＴファイルを取得できればよい。
【０１１２】
なお、テンプレート作成装置１０のＭＭＴファイル生成機能を通信端末装置２０に具備さ
せるように構成してもよい。その場合は、生成したＭＭＴファイル内の編集操作設定デー
タも編集可能に構成し、編集操作設定データに改変を加えて、それを再度、元のＭＭＴフ
ァイルに埋め込むことで、新たなＭＭＴファイルを生成し、出力するようにしてもよい。
【０１１３】
なお、本発明を達成するためのソフトウェアによって表される制御プログラム（本実施の
形態では、図５の処理用のＭＭＴファイル生成処理プログラム、図６または図９の処理用
のＭＭＴファイル編集処理プログラム）を記憶した記憶媒体を、本システム（テンプレー
ト作成装置１０、通信端末装置２０）にそれぞれ読み出すことによって同様の効果を奏す
るようにしてもよく、その場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が本発
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明の新規な機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発
明を構成することになる。また、プログラムコードを電送媒体（通信Ｉ／Ｆ等）を介して
供給してもよく、その場合は、プログラムコード自体が本発明を構成することになる。な
お、これらの場合の記憶媒体としては、ＲＯＭのほか、フロッピー（登録商標）ディスク
、ハードディスク、光ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ／ＲＷ、磁気テープ、不揮発性
のメモリカード等を用いることができる。
【０１１４】
なお、本実施の形態では、図６（または図９）のＭＭＴファイル編集処理は通信端末装置
２０で行われるものとしたが、同様のＭＭＴファイル編集処理を、通信端末装置２０から
の指示に基づき配信サーバ５０が行うようにしてもよい。そのためには、ＭＭＴファイル
編集処理プログラムを通信または記憶媒体を通じて配信サーバ５０に格納しておき、配信
サーバ５０が通信端末装置２０からのコマンドを受けて処理を進めるように構成すればよ
い。例えば、図６のステップＳ６０４、Ｓ６０６、Ｓ６０８、Ｓ６０９に相当する処理に
ついては、通信端末装置２０に対して入力指示を促し、入力されたコマンドを送信させる
ように制御すればよい。そして、処理結果である編集済みのＭＭＴファイルを通信端末装
置２０に送信するようにすればよい。なお、通信端末装置２０では、編集途中のプレビュ
ーも可能である。
【０１１５】
なお、同様に、配信サーバ５０が、テンプレート作成装置１０のＭＭＴファイル生成機能
を具備するように構成してもよい。その場合は、ＭＭＴファイル生成処理プログラムを通
信または記憶媒体を通じて配信サーバ５０に格納して実行されるようにすればよい。
【０１１６】
なお、テンプレート作成装置１０、通信端末装置２０は、いずれも通信回線４０を介して
種々のデータをやりとりするものとして説明したが、これらによるデータの交換は、フラ
ッシュメモリや磁気記録媒体等の記憶媒体との間で行ってもよい。
【０１１７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、予め規定した範囲での編集操作を許容して、テン
プレートとしての創作意図を維持しつつユーザには手軽な編集操作にて編集による創作達
成感を与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態に係るテンプレートファイル配信システムの全体構成を
示すブロック図である。
【図２】　テンプレート作成装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】　通信端末装置の内部構成を示すブロック図である。
【図４】　ＭＭＴファイルの構成を示す概念図である。
【図５】　テンプレート作成装置で実行されるＭＭＴファイル生成処理のフローチャート
を示す図である。
【図６】　通信端末装置で実行されるＭＭＴファイル編集処理のフローチャートを示す図
である。
【図７】　操作部の詳細な構成を示す図（図（ａ））及び画像表示部の表示画面例を示す
図（図（ｂ））である。
【図８】　編集処理前のＭＭＴファイル及びユーザライブラリの各データ構成の一部を例
示する図（図（ａ））、及び編集操作設定データにより規定されるマルチメディアデータ
の編集可能な内容を示す概念図（図（ｂ））である。
【図９】　ＭＭＴファイル編集処理の詳細な具体例のフローチャートの一部を示す図であ
る。
【図１０】　図９と共にＭＭＴファイル編集処理の詳細な具体例のフローチャートの一部
を示す図である。
【図１１】　時系列編集処理のフローチャートを示す図である。
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【図１２】　編集処理後のＭＭＴファイル及びユーザライブラリの各データ構成の一部を
例示する図（図（ａ））、及び編集操作設定データにより規定される編集処理後のマルチ
メディアデータの編集可能な内容を示す概念図（図（ｂ））である。
【図１３】　番号順編集処理のフローチャートを示す図である。
【図１４】　リスト表示選択編集処理のフローチャートを示す図である。
【図１５】　再生並行編集処理のフローチャートを示す図である。
【符号の説明】
１０　テンプレート作成装置、　１１　読込部、　１３　編集操作設定データ組込部、　
１７　編集操作設定データ作成部、　２０　通信端末装置（テンプレートファイル編集装
置）、　２１　制御部（データ改変手段）、　２２　通信Ｉ／Ｆ（テンプレートファイル
取得手段）、　２３　内部記憶装置、　２４　操作部（編集操作受付手段の一部）、　２
５　一時記憶部、　２６　再生制御部（再生出力手段）、　２７　局所通信部、　２８　
外部記憶装置、　３０　画像表示部（提示手段、編集操作受付手段の一部）、　４０　通
信回線、　５０　配信サーバ、６２　機能ボタン（提示変更手段の一部）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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